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他院事例「２歳の男児に対する頚部嚢胞性リンパ管腫の術後死亡事例」 
 
プロポフォールの長時間投与が死因に直接関連した可能性が高く、プロポ
フォール注入症候群が直接死因と考えられる。 
 
＜本事例の解説＞ 
プロポフォールは、小児の人工呼吸中の鎮静薬として用いることは禁忌と
されている（海外で小児への使用事例で死亡の報告があり、いずれも長期
の使用であるということがわかっているためである）。一方で、検査・処
置時の鎮静などの短時間での使用が禁忌となっているわけではない。 

当院事例 
プロポフォールを検査中の鎮静薬として、成人の患者に対して使用した
際に、毛細血管漏出症候群によると考えられる肺水腫、血管内脱水によ
る低容量性ショックをきたした。 

いつもと同じように使っていても、鎮静薬使用時に思いがけず合併症が発
生することもあり得ます。事故発生時には速やかに医療安全管理室にもご
連絡ください。院内専門家とともに、初期対応を一緒に考えます。 

2013年、小児科学会などから、「MRI検査時の鎮静に関する共同提言」
もなされている。鎮静のリスクを想定し、患者・家族への説明、急変対応
などが提言されている。 

皆様のご希望にお応えして、安全管理マニュアル（Web版） 
をカラーにしました。あわせてご確認下さい。 



マニュアルは完成時点で、
「古く」なります。現場から
の要望に応えて改訂していき
ますので､「マニュアルに書い
ていませんが､うちの部署でも
鎮静剤を使っていますよ」と
いうお声をお聞かせください。 
 
鎮静剤の使用方法や患者の管
理等について、不安や不明な
点があれば教えてください。 
 
目指しているものは、患者さ
んの安全と職員の安心です。 

検査・処置時の鎮静剤使用指針を
作成しました 
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医療安全管理室作成 

鎮静剤使用時のリスク管理も標準化しました 
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